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村長泥・強制避難者の苦難
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福島第一原発

30キロ避難ゾーン



地図にひく線

地図のどこに線をひく？
どこにひいても、内側の人、
外側の人が必ずいる。
避難させられる人、避難させ
られない人
賠償金を貰う人、貰わない人



線の外側

飯舘村は３０キロ線の外だっ
たから、最初のころは避難命
令は来なかった



８０日間経ってか
ら、やっと「企画
避難区域」となっ
て、ゆっくり避難
させられた。

原発事故で発生した放
射性同位体とその半減
ヨウ素131 (8日間)
セシウム134 (2年間)
セシウム137 (30 年間)
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飯舘村
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放射線量による区別
•2012年6月から2017年3月まで、飯舘村の20
行政区は3つの区域に分けられていた。北部
の4行政区は年20ミリシーベルト（mSv）以
下の「避難指示解除準備区域 」、中南部の
15 行政区は年20～50mSvの「居住制限区
域」、そして長泥だけは年50mSv以上の
「帰還困難区域」となった 。



2017年3月30日には、
長泥区を除いた村全体
が避難解除となった

長泥のみは避難命
令が本日まで、１
１年半、続く
（環境省のHPより）



バリケード、防護服の警備員



放射線量の汚染が高いけど、損害賠償も高い
•2022年3月8日現在、東電が支給した賠償金は総額10兆
1991億円に上る。そのうち強制避難者への賠償は11４万
件の合計3兆2325億円で平均一件284万円だが、自主避難
者は13１万件で3537億円、平均一件27万円。強制避難者
の平均賠償金は自主避難者の約10倍だと分かる。

• これとは別に、東電は強制避難区域の被災者に対して精
神的損害への「慰謝料」も支給している。その金額は子
供を含めて一人１ヶ月10万円である。帰還困難区域の住
民は2 回にわたり前もって計11 年間分をもらっているか
ら、4人家族は約5300万円、5人家族なら約6600万円をす
でに受け取っていることになる。



長泥の家庭の多くは一億円以上
貰ったし、一部は２億円を上回っ
た。

飯舘村のよその行政区は長泥に対
して「放射線量が高いから同情」
ではなく、「賠償金が高いからや
きもち」を感じた。



‘As odd as it may sound, those in the Fukushima area whose losses are

legally considered to have been caused by the nuclear accident are perhaps

the most “fortunate” of the large pool of people who suffered, and continue

to suffer, in the aftermath of the 3/11 disaster.’

Feldman, Eric, “Compensating the Victims of Japan’s 
Fukushima Disaster.” Asian-Pacific Law & Policy Journal, 16 (2), 
2015, pp127‒157. 

「変な話かもしれないが、 ある意味では福島に住ん
でいて、原発が原因であった人は3.11大震災で被災
した多くの人のうちで一番『幸福』だと言えるかも
しれない」エリック・フェルドマン



隣町、月舘の場合
月舘の住民には一人8万円、18歳以下の子供
と妊婦の場合は12万円という賠償金が一括支
給されただけ。飯舘村の村民の1％にもなら
ない金額。福島市や郡山市、いわき市の住民
の場合も一人8万円だった（ただし、18 歳以
下と妊婦は40万円）だった（大友 2016）

大友信勝「自主的避難者への社会的支援」戸田典樹編『福島
原発事故：漂流する自主避難者たち』明石書店、2016年



焼け太り？
裕福になったとしても、人前で喜びをあらわし
てはいけないと痛感している。そうしてしまう
と文化的な常識である、ふるさとへの愛情、そ
の喪失への哀愁というステレオタイプに反する
ことになってしまう。それと同時に、避難先の
共同体の立腹をあおる。避難者たちの行動の動
機はすべて「金の欲しさ」だとよく疑われる。



分断
強制避難者 対 自主避難者
潤沢な賠償金 対 貧弱な賠償金
資産家 対 資産のない人
亭主 対 その他の家族



二重差別
穢れ差別
放射能で汚れているではないか
妬み差別
働かずに大金貰ったやつら



故郷を放棄
政府は数兆円を除染に使ったけど、５年半で飯舘
村民の２割しか帰村していない。
賠償金で福島市や伊達氏でいい生活ができて。１
２年間が経ったら、避難先は「ホーム」になる。
長泥の場合、人口の２５０人のうち、３～４人し
か帰らない見込み。
除染は何のため？賠償金はなんのため？



ご清聴ありがとうござ
います。
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